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絆 
 

地域の未来を考え、 

行動していきたい 

地域を支え合うための 

新しい組織を立ちあげた

い！ 

 

みんなが楽しめる 

空間を作りたい！ 

知ってもらいたい！ 

 

 

地域の資源をもっと 

知ってもらいたい！ 

 

 

 





■絆づくり部門

№ 地 区 団体名 事業名 代表者名 ページ

1 中津南 尾鳩地域防災を考える会 尾鳩地域の防災活動 酒井　孝行 2

2 中津南 夢絆の会 川上地域活性化事業 奥村　三一 4

3 苗木 わくわくみーてぃんぐ 苗木図書室サポート事業 原　　令子 6

4 落合 下落合お囃子の会 下落合お囃子の保存と伝承事業 尾関　則行 8

5 落合 落合歴史サークル 落合の歴史情報発信事業 玉置　克彦 10

6 落合 与坂太鼓保存会 与坂太鼓の保存と伝承事業 高橋　俊明 12

7 落合 中山道落合姫宿の会 中山道落合宿の観光客おもてなし事業 紺野　みえ 14

8 落合 落合みこし会 落合みこしで地域の活性化事業 多治見　憲二 16

9 阿木 阿木城址保存会 阿木城址遺構の保護及び環境の充実と活性化 安藤　隆示 18

10 阿木 阿木大いちょう保存会 阿木長楽寺の大いちょう保護育成・広報・環境整備 戸塚　智尚 20

11 阿木 楽ｃｋｙ 元気いっぱいキラキラ輝ける時づくり 三宅　奈緒美 22

12 山口 山口里山研究会 里山景観形成、里山資源有効活用事業 大島　隆 24

13 坂下 坂下地区郷土文化財保存会 坂下郷土資料館整備事業 早川　英雄 26

14 川上 紅葉のみち整備事業実行委員会 紅葉のみち整備事業 堀田　時男 28

15 加子母 図書ボランティアひなたぼっこ ほんとのひろば 梅田　好美 30

16 加子母 どあい自然学校 どあい自然学校 田口　達也 32

17 付知 じぃばぁず 地元産の豆・米を使って、味噌。甘酒。地たまり作り 平岩　哲子 34

18 福岡 付知川ヤングあゆ釣りスクール実行委員会 付知川ヤングあゆ釣りスクール実行委員会 大山　安彦 36

19 蛭川 わくわく組合 コミュニティ広場づくりと交流イベント開催 志津　晴巳 38

20 蛭川 蛭川ママさん朝市会 世代を超えた地域の交流を目的とするイベント 玉谷　八重子 40

21 蛭川 クラブ薬研 一色川の環境保全と森林資源の有効活用 土井　鈴治 42

22 蛭川 ひるかわ元気村 地域の土地・人材の活性化と自然栽培の推進及び栽培作物・加工品のブランド化 小田　保津美 44

■協働部門

№ 地 区 団体名 事業名 代表者 ページ

1 中津川市防災市民会議 市民防災力推進事業 加藤　吉晴 46

2 落合地区芸能文化団体連絡協議会 伝統芸能保存・継承のための記録誌作成事業 島﨑　洋一 48

■立ち上げ部門

№ 地 区 団体名 事業名 代表者 ページ

1 苗木城跡を世界に広める会 HPによる苗木城跡の情報発信 水野　直也 50

2 なえぎ城山レディース 苗木城跡おもてなしマルシェ 加藤　かな子 52

3 あぶくたったの会 保育園、幼稚園における集団読み聞かせの実施 田中　孝一 54

4 防災士なかつがわ会 ＮＰＯ法人化事業 島田　千寿 56

5 歌とダンスで盛り上がる中津川実行委員会 歌とダンスで盛り上がる中津川～新しい時代を感じる歌とダンスを中津川に！～ 井口　貴博 58
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人（ 人）

円 平成 27 　　年 6 月 1 日から

( 円） 平成 28 　　年 2 月 28 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

　　　　　　　　　　　　　　　①ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー→

⑦ ②⑧ ③ ④ ⑦ ⑫ーー→

　　⑥　　　⑩－－－⑦⑨⑩⑪ーー⑥ーーー→⑩ー ーー⑥－⑥ーー→

⑬－－－－－ ーーー→

４月 ６月 ８月 10月 １２月 ２月

※こ の 様 式 は 活 動 事 例 集 と し て 編 集 し ま す の で 変 更 し な い で く だ さ い

ふりがな わくわくみーてぃんぐ 地域名

会員数

地区

　人

苗木

15

平成   27 年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

団体名 わくわくみーてぃんぐ

代表者名
原　令子

事業名

総事業費

② 活
動
分
野

 はら　れいこ

延べ
参加人数

内（会員数）

実施期間
内（補助金額） 100,000

事

業

内

容

事業の目的

　
苗木地域の未来を見据え、市民サポーターを募り図書室の開設運営に協力するとともに、読書を通じ
た人づくりなど地域活性化事業を展開する。

具体的な活動内容
①苗木公民館、市立図書館と連携し図書コーナー開設に向けて定例会議・ボランティア運営担当者会議開催
②苗木公民館と連携し岐阜市図書館の見学会実施　　　③ボランティア会員公募
④引越し手伝い　　　⑤オープニングイベントへの協力（しおり・読み聞かせ・古本市）
⑥読み聞かせ講習（市立図書館すいーとぽてと・いちかわあつき氏親子読み聞かせ会＆講習会）
⑦図書館サポーター講習参加　　⑧図書館クラブに学ぶ　⑨ブックコートボランティア　⑩読み聞かせボランティア
⑪壁面装飾・企画ボランティア　　⑫ホームページの開設（ｎｅｘｔＧの協力）
⑬「ほっとしょたより」１月号２月号発行（ボランティア会員と地域住民への情報配信）

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

苗木図書コーナーボランティアに45人の応募があった。4つのグループに別れ、「ほっとしょくらぶ」と命
名。講習・作業と熱心に参加、生涯学習としてもにぎやかに楽しく活動が開始された。苗木内に生活し
ながらも接点のなかった方々が思いをひとつにして集まったことで新しい出会いが生まれた。
人数が予想以上に多くなったことで、連絡がスムーズにできないこともあったが、会報やホームページ
によってリアルタイムに情報の共有ができるようになってきた。図書コーナーの充実に熱心であるが、
会員自身の図書コーナー利用がまだまだ少ない。積極的に利用をたかめたい。

今後の展開（（自立に向けた活動）

苗木地域の青少年健全育成会議や社会福祉協議会支部・ＰＴＡなどとも連携を持ちながら、地域の特
長を生かした図書室の運営をめざす。図書コーナーサポーター団体として運営を学び、蔵書展示や図
書に関連したイベントを企画運営する。ホームページの充実や住民アンケート実施・さらに他団体や他
地域との連携を深めながら、住民の利用状況の確認を行い、地域住民のニーズに合った運営を進め
る。
会の自立に向けて、苗木図書コーナーを核とし苗木地域や苗木公民館と連携しながら、苗木の特長を
生かしたイベント内容・運営を充実させ、参加者を苗木内外から広く募集し、さらなる運営の充実を図
る。

 ⑩番号

ふりがな 385

100,935

240

図書コーナーサポート

事
業
分
類

番号
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②９/３メディアコスモス・岐阜市立図書館見学

22人参加 館内見学後、吉成館長のお話を聞く

③11/21ボランティア応募者との最初の会議

4グループに分かれて何がしたいか話あう

⑪１/5オープンイベントに合わせて作業

中学生ボランティアやお孫さんも一緒に活動中

⑤１/9オープニングイベントにて読み聞かせ

手描きポスターで本日の演目を紹介

⑨１/25図書館サポーター講習受講後、早速 
ブックコート作業実施　「楽しい！」と

手際よく作業を進めるボランティアメンバー　

⑥２/28いちかわあつき氏による読み聞かせ会

45人の老若男女が絵本の世界に引き込まれた

講習会でも講師のアドバイスにうなずく参加者

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）
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人（ 人）

円 平成 27 　　年 6 月 10 日から

( 円） 平成 28 　　年 3 月 25 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

※こ の 様 式 は 活 動 事 例 集 と し て 編 集 し ま す の で 変 更 し な い で く だ さ い

９月

今後の展開（自立に向けた活動）

　まだまだ入会したいとの希望者があり、今後は中学生を中心とし、小学生以下の子供達だけの演奏
が出来れば、この会を発足した成果になりますし、先達の希望でもあると思います。
　今後はまだ新しい子供演奏者も増やし、伝統になるような仕組み作りを支えていきます。

200

216,128

代表者名

事業名

事
業
分
類

２月

16

161

・白山神社祭典　13人
・付知峡合宿　20人
・落合宿まつり　13人
・練習等　154人下落合お囃子の保存と伝承事業

活
動
分
野

番号

尾関　則行

番号 ② ⑩

事

業

内

容

事業の目的

　5号区には白山神社があり、その祀り事の際、約４０年程前にはお囃子が演奏されており、区民の
方々の中で年齢を問わず参加していました。
　この会の設立は区民の参加を呼び掛けると共に、年齢を問わずコミュニケーションできるようにし、
先祖代々からの伝統を後世に残す事を目的とする。

具体的な活動内容

　地元の白山神社・妙見神社祭典で奉納及び祭典の盛り上げ等を主としますが、落合地区における
行事にも積極的に参加し演奏の継承及び地域のコミュニケーションを図りつつ後世に伝承する。
　毎月第三日曜日　１９時より約1時間程度練習

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

　新しく地域の子供演奏者も増え、がんばる地域サポート事業における助成金のおかげで笛、法被等
も購入することができ、活動も自立に向け進んできました。苦労する点は各自色々な行事と重なり、全
員揃っての練習や行事の参加が難しい事です。

11月 12月

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな
おぜき　のりゆき

延べ
参加人数

内（会員数）

平成２７年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな しもおちいおはやしのかい 地域名

団体名 下落合お囃子の会 会員数

地区

　人

落合

3/19妙見神社祭
典演奏

３月

4/12白山神社祭
典演奏

４月

9/22交流会を兼
ねて付知峡キャン
プ場にて合宿・計
画

10/18より毎週日
曜日19時から練習

11/8落合宿まつり
参加

毎月第三日曜
日19時から練
習

祭典に向けて毎週
日曜日19時から練
習

10月
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人（ 人）

円 平成 27 　　年 6 月 10 日から

( 円） 平成 28 　　年 3 月 23 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

勉強会・探訪 探訪

歴史講座開講

「塩づくり」編集作業 編集委員会

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ の 様 式 は 活 動 事 例 集 と し て 編 集 し ま す の で 変 更 し な い で く だ さ い

223

225,665

落合

16

208

・勉強会・探訪 　126人
・落合宿まつり、
　公民館まつり準備等　31人
・落合村の塩づくり学習冊子化　66人落合の歴史情報発信事業

事

業

内

容

事業の目的

□落合宿を中心とした歴史・文化の堀起し作業と学習。
□旧落合村の「落合の製塩事業」の学習と冊子化。

具体的な活動内容

□落合の歴史と次世代への伝承の為の学習及び、他地域の歴史学習、探訪。
□落合宿、中山道のPRと地域の歴史関心度を高める取り組み。
□旧落合村の「落合の製塩事業」の学習と冊子化の取り組み。
□旧脇本陣の「塚田手鑑」についての学習の取り組み。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

□落合宿及び中山道を通行した幕末から明治維新にかけての歴史の認識が深まりました。
□戦後の食糧不足の中で、旧落合村の塩づくりにかける村民の意気込み、団結力が冊子づくりの作
業の中で困難さをのりこえて伝わって来た。
□活動のＰＲ、報告会を区長会連合会検討部会や公民館まつりに展示、報告できた。

今後の展開（自立に向けた活動）

□まだまだ落合の歴史、文化の中には、次世代に知っておいてほしい課題、「養蚕業」、「俳諧嵩左
坊」、「落合の用水路」などがありますが、少しでも冊子として残していきたい。
□旧脇本陣の「塚田手鑑」についても学習の取り組みを進め、落合の歴史認識を深めます。

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

⑩番号

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな
たまき  かつひこ

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
玉置　克彦

事業名

平成２７年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな おちあいれきしさーくる 地域名

団体名 落合歴史サークル 会員数

地区

　人

kyodo-p
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　　■公民館まつりに活動報告展示 　　■「旧落合村の塩づくり」冊子作成

　　■敦賀探訪、水戸烈士の終焉地の説明 　■公民館講座開講式の模様

　　■落合宿まつり本陣の案内 　■草津宿探訪、本陣の学芸員より説明

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）
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人（ 人）

円 平成 27 　　年 6 月 10 日から

( 円） 平成 28 　　年 3 月 25 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

４月 ７月 ２月

※こ の 様 式 は 活 動 事 例 集 と し て 編 集 し ま す の で 変 更 し な い で く だ さ い

12月

・稲荷神社祭典

３月

与坂太鼓保存会 会員数

・おがらん神社
　祭典
・落合ふるさと祭り

８月

・敬老会
・どれみ慰問

９月

たかはし　としあき

・太鼓台
製作

平成２７年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな よざかたいこほぞんかい 地域名

団体名

番号 ② 活
動
分
野

地区

　人

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名

事

業

内

容

事業の目的

　２０年以上前から６号区地区の子供を対象に「与坂子供太鼓」として活動していたが、少子化等により参加す
る子供が減少してしまった。このままでは伝統文化の伝承が困難になると考え、平成２６年９月に「与坂太鼓保
存会」に名称を改め、６号区以外の子供の参加を可能として、「与坂太鼓」の保存、伝承を目指す。

具体的な活動内容

□毎週金曜日、６号区お稲荷にて６０～９０分の太鼓練習を実施。
□落合地区内の各お祭り等に積極的に参加して、太鼓演奏する事により地域の方と交流を深め、活性化を図
る。
□落合地区文化団体連合会に加入して、他団体との交流を深める。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

　毎週の太鼓練習では親御さんから「子供が楽しみにしています」とご意見をいただき嬉しく思います。また本
年度は落合ふるさと祭りをはじめ、多くのイベントに参加することができました。初めての演奏で緊張のあまり
泣いてしまった小学１年生の子も、出演回数を重ねた事で現在は堂々とステージに立っています。

・公民館
祭り

・ゆうらく苑クリス
マス会の集い

□少子化による太鼓演奏者減少回避のため、会員の拡大。
□ハッピの購入をして子供たちの連帯感を醸成する。
□大人の方の太鼓演奏者を募集し、重圧感を出すと共に、「与坂太鼓」の保存意義の並列化を行う。

764

337,000

落合

34

764

与坂太鼓の保存と伝承

・白山神
社祭典

・八幡神社祭典　20人
・落合芸能文化祭　18人
・広済寮慰問　22人
・ゆうらく苑クリスマス会　19人
・公民館まつり　19人
・その他会議等　33人

⑩

・八幡神社祭典
・落合芸能文化祭

10月

・広済寮慰問

11月

・太鼓、笛練習　531人
・白山神社祭典　18人
・おがらん神社祭典　18人
・落合ふるさと祭り 26人
・落合敬老会　20人
・どれみ慰問　20人

今後の展開（自立に向けた活動）

番号

高橋　俊明

事業名

事
業
分
類

kyodo-p
タイプライターテキスト
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　■毎週の練習風景 　■平太鼓の台の製作

　■おがらん様祭典 ■落合地区芸能文化祭

　■広済寮慰問 　■ゆうらく苑クリスマス会の集い

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

kyodo-p
タイプライターテキスト
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人（ 人）

円 平成 27 　　年 6 月 10 日から

( 円） 平成 28 　　年 3 月 11 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

 ４月 ７月 ９月 10月 11月 12月

※こ の 様 式 は 活 動 事 例 集 と し て 編 集 し ま す の で 変 更 し な い で く だ さ い

18

217,854

落合

18

・鉢植えの準備　　　　　　　　　6人
・五宿の打合せ　　　　　　　　　6人
・落合宿まつり　　　　　　　　　　6人　　中山道落合宿の観光客

　　　　　　　　　　　　おもてなし事業

事

業

内

容

事業の目的

□落合宿の歴史と文化を掘り起こし、訪れる観光客に女性の目線からのおもてなしを磨くことを目的
とします。
□中山道落合宿及び史跡中山道の景観環境整備を行うことで地域の活性化を図ります。
□本陣の公有化に伴い、中山道落合宿の歴史と文化の保存伝承により観光客へのＰＲを図ります。
□会員の拡大と会員相互の親睦を図ります。

具体的な活動内容

□中山道の町を花で飾り、さわやかな景観環境づくりを行います。
□中山道ウォーク（中山道落合宿まつり）のイベントに参加し、女性らしいおもてなしを行います。
□中山道五宿姫宿の会と連携し、より中山道の活性化を図ります。
□三五沢から山中までの日本家屋（できるだけ格子の家）の玄関に、藍染のれんをかける。特に屋
号、字名を入れる事。
□落合宿「小さな美術館」を考えて行動していく。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

□中山道五宿姫宿の会として連携し情報交換、交流会等でこの会の活動につなげる事ができまし
た。
□中山道落合宿まつりはあいにくの天気でしたが、豆餅・抹茶のふるまいを行い、予想以上の人が来
て下さりお客様の笑顔を見て、会の活動に自信を持つことができました。
□ぎふ１７宿体験プログラムに落合宿藍染め体験会を開催し落合宿のイメージアップに貢献しまし
た。
□抹茶の時のお菓子を再検討、再び手作りを考えています。
□花つくりが思った以上に難しく、注文した以外はほとんど失敗でした。

今後の展開（自立に向けた活動）

□本陣の修繕完成までには、中津川宿の境から馬籠宿の境まで、花飾りなど景観環境整備を統一す
る活動を目指していきたいと考えています。
□落合宿ならではのおもてなしを企画実施していく中で、今後の活動の自立に向けて、運営資金を得
る仕組みづくりを考えていきたいと思います。
□私たち自身が楽しく活動をすることにより、会員の拡大とサポート会員の登録を計画します。
□まちづくり推進協議会と連携しながら、本陣の地元管理の受け皿づくりを検討していきます。
□若い人を巻き込み、新しい風を吹きこんで活性化につなげていきたいと計画しています。
□中山道五宿の活動が更に進化しつつあるので、それに合せて活動していく事を計画しています。

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

④番号

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな
こんの　　　　みえ

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
紺野　みえ

事業名

平成２７年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな なかせんどうおちあいひめじゅくのかい 地域名

団体名 中山道落合姫宿の会 会員数

地区

　６人

・がんサポ申請
・恵那駅前五宿の
展示（のれん、Ｔ
シャツ）
・落合、馬籠　知事
と語る

・落合宿会議
・菊の花、のれん
準備

・菊鉢植え
・五宿会議

・藍染作業
・恵峰ホーム
ニュース取材　菊
集め、のれん集め
・のれんのお願い

・落合宿まつりで、
豆餅、抹茶ふるまい
・美濃加茂市太田
宿視察
・落合宿会議

・妻籠展示（五宿）
・滋賀県観光協会に案
内（落合宿、本陣）
・五宿会議

kyodo-p
タイプライターテキスト
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　■中山道鉢植え配付 　■藍染Ｔシャツ・旗作成

　■藍染のれん・旗作成 　■落合宿まつり豆餅・抹茶ふるまい①

　■落合宿まつり豆餅・抹茶ふるまい② 　■落合宿まつり豆餅・抹茶ふるまい③

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

kyodo-p
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人（ 人）

円 平成 27 　　年 6 月 10 日から

( 円） 平成 27 　　年 3 月 15 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

 

※こ の 様 式 は 活 動 事 例 集 と し て 編 集 し ま す の で 変 更 し な い で く だ さ い

平成２７年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな おちあいみこしかい 地域名

団体名 落合みこし会 会員数

地区

ふりがな
かいちょう　たじみ　けんじ

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
会長　多治見　憲二

・みこし作成
・落合地区巡回
・おいでん祭参加

事業名

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

⑩番号

総事業費
実施期間

内（補助金額）

事

業

内

容

事業の目的

□落合みこしを「おいでん祭」に参加させることにより、落合地域の魅力を地区内外にPRし、地域の活
性化に貢献します。
□落合みこしの整備・補修を行います。
□「おいでん祭」へ唯一の地域みこしとしての参加します。
□落合地域のＰＲ活動に寄与します。
□楽しくみこしを担いでいくことを継承していくために、会員相互間の交流と親睦の充実を図ります。

具体的な活動内容

□地域貢献度の検証
□落合みこしの点検
□落合みこしの作成・修繕・改修
□おいでん祭への参加
□若手会員の増員を図るためのＰＲ活動
□会員相互間の交流と親睦の充実

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

□総会にて本年度の方向性を地域活性化に貢献する事を確認。
□昨年破損した一部を修復し恒久的みこしに成った。
□当日参加が多い担ぎ手は天候に左右される事を実感。
□当日雨により使用竹の破損が想像以上に大きかった。
□成人式にてみこしにＰＲを行い、若者参加拡大を図る。

今後の展開（自立に向けた活動）

□花みこしの方向性を確認し早めの準備が必要。
□恒久的なみこし製作を担ぎ手確保を図る。
□「落合みこし」を切口に地区の活性を志するメンバーの拡大を図る。

・がんサポ申請
・総会

160

486,386

落合

28

160

・みこし作成　　　　　　　　  70名
・おいでん祭　　　　　　　　  90名

落合みこしで地域の活性化事業

　人

200,000

・みこし点検
・打合せ（3回）
・みこし一部修復

・来年度使用部品（竹）
の調達

２月

・反省会

４月 ６月 ８月 10月

・成人式ＰＲ

12月

kyodo-p
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■みこし作成

　■おいでん祭参加

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）
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